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研究報告・ワークショップ実施報告： 

本研究では、高圧下の含水玄武岩質の物質のメルト及びガラス転移状態を電気伝導度の

変化から捉えることを目的として室内実験を行った。実験では、火山岩の一種である中央

海嶺玄武岩（MORB：Mid-ocean ridge basalt）を多成分系酸化物の例とし、この組成の

ガラス状態または液体状態の試料について電気伝導度を測定した。 



測定では、試料（含水率 0.28 , 7.1 wt%）の電気伝導度を圧力範囲 3-13 GPa、温度範囲

800-1200 K または 800-1700 K で測定した。実験の結果、試料の電気伝導度は温度と含水

率の上昇に伴って上昇し、圧力の上昇に伴って減少した。 

 含水率の上昇に伴って電気伝導度が上昇した主な原因としては以下の三つが考えられ

た。一つめは、添加した H2O のうちシリケート構造中で、電気伝導のキャリア数が増加し

たこと。二つ目は、H2O の添加によってキャリアとして働く Na の数が増加したことであ

る。三つめは H2O によってシリケート構造が切断され、キャリアの移動が生じやすくなっ

たことが考察された。又、圧力の上昇に伴って電気伝導度が減少した原因はシリケート構

造中の自由体積が減少し、電荷の移動が生じにくくなったことであると考えられる。 

 これらの研究結果より、玄武岩物質の電気伝導度が含水量、温度、圧力により変化する

ことが、定量的なデータから示された。今後は、含水率、温度、圧力条件を変えて、さら

なる電気伝導度の追加データを取得することを目指す。 
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